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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第1のセットを使用
してデータブロックを送信するステップと、
　前記低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第2のセットを
使用して前記データブロックの冗長バージョンを送信するステップであって、前記データ
ブロックの前記冗長バージョンは、前記データブロックに関するフィードバックメッセー
ジが受信されているかどうかを判断する前に送信される、ステップと、
　フィードバック情報と、送信方式の調整要求とを含む補強フィードバックメッセージを
受信するステップであって、
　　前記補強フィードバックメッセージは、前記データブロックを正常に復号する前に受
信された1つまたは複数の冗長バージョンのうちの1つに基づいている、ステップと、
　前記フィードバック情報と、前記送信方式の調整要求とに少なくとも部分的に基づいて
、送信方式を調整するステップと
を含む方法。
【請求項２】
　チャネル状態または前記データブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期変
調およびコーディング方式(MCS)を選択するステップであって、前記データブロックを送
信するステップが前記初期MCSに少なくとも部分的に基づく、ステップ
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をさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記送信方式を調整するステップは、前記フィードバック情報と、前記送信方式の調整
要求とに少なくとも部分的に基づいて、前記初期MCSを更新するステップを含む、請求項2
に記載の方法。
【請求項４】
　前記低レイテンシ動作モードは、縮小された連続送信時間間隔(TTI)時間期間を含む、
請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第1のセットを使用
してデータブロックを受信するステップと、
　前記データブロックに関する対数尤度比(LLR)の第1のセットを計算するステップと、
　LLRの前記第1のセットからの復号されたビットの第1のセットが巡回冗長検査(CRC)に合
格していないと判断するステップと、
　否定応答(NACK)を送信する前に、リソースの第2のセットを使用して、前記低レイテン
シ動作モードに少なくとも部分的に基づいて前記データブロックの冗長バージョンを受信
するステップと、
　前記冗長バージョンに少なくとも部分的に基づいて前記データブロックに関するLLRの
更新されたセットを計算するステップと、
　LLRの前記更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットが前記CRCに合格し
ていると判断するステップと、
　LLRの前記更新されたセットが前記CRCに合格しているとの前記判断に少なくとも部分的
に基づいて、前記データブロックに関する補強フィードバックメッセージを送信するステ
ップであって、
　　前記補強フィードバックメッセージは、前記データブロックを正常に復号する前に受
信された1つまたは複数の冗長バージョンのうちの1つに基づくフィードバック情報を含む
、ステップと、
　前記フィードバック情報に少なくとも部分的に基づいて調整された送信方式を使用した
送信を、受信するステップと
を含む方法。
【請求項６】
　前記データブロックを受信するステップは、
　チャネル状態または前記データブロックのサイズに少なくとも部分的に基づく初期変調
およびコーディング方式(MCS)を使用して前記データブロックを受信するステップ
を含む、請求項5に記載の方法。
【請求項７】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第1のセットを使用
してデータブロックを送信するための手段と、
　前記低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第2のセットを
使用して前記データブロックの冗長バージョンを送信するための手段であって、前記デー
タブロックの前記冗長バージョンは、前記データブロックに関するフィードバックメッセ
ージが受信されているかどうかを判断する前に送信される、手段と、
　フィードバック情報と、送信方式の調整要求とを含む補強フィードバックメッセージを
受信するための手段であって、
　　前記補強フィードバックメッセージは、前記データブロックを正常に復号する前に受
信された1つまたは複数の冗長バージョンのうちの1つに基づいている、手段と、
　前記フィードバック情報と、前記送信方式の調整要求とに少なくとも部分的に基づいて
、送信方式を調整するための手段と
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を含む装置。
【請求項８】
　チャネル状態または前記データブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期変
調およびコーディング方式(MCS)を選択するための手段であって、前記データブロックを
送信することが前記初期MCSに少なくとも部分的に基づく、手段
をさらに含む、請求項7に記載の装置。
【請求項９】
　前記送信方式を調整するための手段は、前記フィードバック情報と、前記送信方式の調
整要求とに少なくとも部分的に基づいて、前記初期MCSを更新するための手段を含む、請
求項8に記載の装置。
【請求項１０】
　前記低レイテンシ動作モードは、縮小された連続送信時間間隔(TTI)時間期間を含む、
請求項7に記載の装置。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　低レイテンシ動作モードに少なくとも部分的に基づいてリソースの第1のセットを使用
してデータブロックを受信するための手段と、
　前記データブロックに関する対数尤度比(LLR)の第1のセットを計算するための手段と、
　LLRの前記第1のセットからの復号されたビットの第1のセットが巡回冗長検査(CRC)に合
格していないと判断するための手段と、
　否定応答(NACK)を送信する前に、リソースの第2のセットを使用して、前記低レイテン
シ動作モードに少なくとも部分的に基づいて前記データブロックの冗長バージョンを受信
するための手段と、
　前記冗長バージョンに少なくとも部分的に基づいて前記データブロックに関するLLRの
更新されたセットを計算するための手段と、
　LLRの前記更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットが前記CRCに合格し
ていると判断するための手段と、
　LLRの前記更新されたセットが前記CRCに合格しているとの前記判断に少なくとも部分的
に基づいて、前記データブロックに関する補強フィードバックメッセージを送信するため
の手段であって、
　　前記補強フィードバックメッセージは、前記データブロックを正常に復号する前に受
信された1つまたは複数の冗長バージョンのうちの1つに基づくフィードバック情報を含む
、手段と、
　前記フィードバック情報に少なくとも部分的に基づいて調整された送信方式を使用した
送信を、受信するための手段と
を含む装置。
【請求項１２】
　前記データブロックを受信することは、
　チャネル状態または前記データブロックのサイズに少なくとも部分的に基づく初期変調
およびコーディング方式(MCS)を使用して前記データブロックを受信すること
を含む、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　コンピュータに請求項1乃至6のいずれか1項に記載の方法を実行させるための命令を含
むコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、2015年4月8日に出願された「Foun
tain HARQ for Reliable Low Latency Communication」と題する、Jiangらによる米国特



(4) JP 6776230 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

許出願第14/681,896号、および2014年10月27日に出願された「Fountain HARQ For Reliab
le Low Latency Communication」と題する、Jiangらによる米国仮特許出願第62/069,133
号の優先権を主張する。
【０００２】
　以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、信頼できる低レイテンシ通信の
ためのファウンテンハイブリッド自動再送要求(HARQ)に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブロー
ドキャストなどのような様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース(たとえば、時間、周波数、お
よび電力)を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多
元接続システムであり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続(CDM
A)システム、時分割多元接続(TDMA)システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、およ
び直交周波数分割多元接続(OFDMA)システム(たとえば、ロングタームエボリューション(L
TE)システム)を含む。
【０００４】
　例として、ワイヤレス多元接続通信システムは、場合によってはユーザ機器(UE)と呼ば
れ得る複数の通信デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局
を含み得る。基地局は、ダウンリンクチャネル(たとえば、基地局からUEへの送信用)およ
びアップリンクチャネル(たとえば、UEから基地局への送信用)上で通信デバイスと通信し
得る。場合によっては、UEが互いに直接通信することもある。
【０００５】
　場合によっては、ワイヤレスデバイスは、送信が正しく受信されたかどうかを示すため
に、肯定応答(ACK)または否定応答(NACK)のようなHARQフィードバックを送り得る。メッ
セージの送信機は、NACKを受信した場合には、データの正常配信を確実にするためにメッ
セージを再送信し得る。だが、HARQプロセスは、NACKおよび再送信の復号時間および往復
時間に基づいて、かなりの時間量を要することがある。これは、デバイス間の通信のレイ
テンシをもたらすことがあり、それによりワイヤレスリンクのデータレートおよび信頼性
に悪影響が及び得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、信頼できる低レイテ
ンシ通信のためのファウンテンハイブリッド自動再送要求(HARQ)に関連する改善されたシ
ステム、方法、または装置に関し得る。ワイヤレスデバイスは、低レイテンシ動作モード
に基づいてデータブロックを送信することができる。次いでデバイスは、肯定応答(ACK)
が受信されたかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンを送
信することができる。いくつかの例では、ACKは補強ACKであってよく、補強ACKは、デー
タブロックを正常に復号する前に受信されたいくつかの冗長バージョンに基づき得、追加
リソース要求を含み得る。いくつかの例では、デバイスは補強ACKに基づいて、更新され
た変調およびコーディング方式(MCS)を選択することができる。いくつかの例では、デバ
イスは補強ACKに基づいて、送信に使用される周波数リソース(たとえば、コンポーネント
キャリア)の数を増やすことができる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、低レイテンシ動作モードに基づい
てリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信するステップと、低レイテン
シ動作モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつかの
冗長バージョンを送信するステップであって、データブロックに関してACKが受信されて
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いるかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される
、ステップとを含むことができる。
【０００８】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、低レイテンシ動作モードに
基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信するための手段と、低
レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのい
くつかの冗長バージョンを送信するための手段であって、データブロックに関してACKが
受信されているかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが
送信される、手段とを含むことができる。
【０００９】
　ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含むことができ、命
令は、プロセッサによって、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセット
を使用してデータブロックを送信することと、低レイテンシ動作モードに基づいてリソー
スの第2のセットを使用してデータブロックのいくつかの冗長バージョンを送信すること
であって、データブロックに関してACKが受信されているかどうかを判断する前に、デー
タブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される、送信することとを行うように実行
可能である。
【００１０】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体について説明
する。本コードは、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用し
てデータブロックを送信することと、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第2
のセットを使用してデータブロックのいくつかの冗長バージョンを送信することであって
、データブロックに関してACKが受信されているかどうかを判断する前に、データブロッ
クのいくつかの冗長バージョンが送信される、送信することとを行うように実行可能な命
令を含むことができる。
【００１１】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、チ
ャネル状態またはデータブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期MCSを選択
することをさらに含むことができ、データブロックを送信することが初期MCSに基づく。
追加または代替として、いくつかの例では、ACKは、いくつかの冗長バージョンに少なく
とも部分的に基づく、追加リソース要求を含む補強ACKであり、補強ACKに少なくとも部分
的に基づいて、更新されたMCSを選択することを含むことができる。
【００１２】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、低
レイテンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間アップリンク(UL)制御チ
ャネル上でACKを受信することをさらに含むことができる。追加または代替として、いく
つかの例は、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上で、いくつかの冗長バージョ
ンに対応するいくつかのNACKを受信することを含むことができる。
【００１３】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、AC
Kに基づいてデータブロックの追加の冗長バージョンを送信するのを控えることをさらに
含むことができる。追加または代替として、いくつかの例では、低レイテンシ動作モード
は、縮小された送信時間間隔(TTI)時間期間を含む。
【００１４】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
リソースの第2のセットは、時間的にリソースの第1セットに続く。追加または代替として
、いくつかの例は、低レイテンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間ダ
ウンリンク(DL)制御チャネル上で制御情報を送信することを含むことができる。
【００１５】



(6) JP 6776230 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

　ワイヤレス通信の方法について説明する。本方法は、低レイテンシ動作モードに基づい
てリソースの第1のセットを使用してデータブロックを受信するステップと、データブロ
ックに関するLLRの第1のセットを計算するステップと、LLRの第1のセットからの復号され
たビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断するステップと、NACKを送信する前
に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいてデータブロッ
クのいくつかの冗長バージョンを受信するステップと、いくつかの冗長バージョンに基づ
いて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計算するステップと、LLRの更新
されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格していると判断するステ
ップと、LLRの更新されたセットがCRCに合格しているとの判断に基づいて、データブロッ
クに関するACKを送信するステップとを含むことができる。
【００１６】
　ワイヤレス通信のための装置について説明する。本装置は、低レイテンシ動作モードに
基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを受信するための手段と、デ
ータブロックに関するLLRの第1のセットを計算するための手段と、LLRの第1のセットから
の復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断するための手段と、NACK
を送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいて
データブロックのいくつかの冗長バージョンを受信するための手段と、いくつかの冗長バ
ージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計算するための
手段と、LLRの更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格して
いると判断するための手段と、LLRの更新されたセットがCRCに合格しているとの判断に基
づいて、データブロックに関するACKを送信するための手段とを含むことができる。
【００１７】
　ワイヤレス通信のためのさらなる装置について説明する。本装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含むことができ、命
令は、プロセッサによって、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセット
を使用してデータブロックを受信することと、データブロックに関するLLRの第1のセット
を計算することと、LLRの第1のセットからの復号されたビットの第1のセットがCRCに合格
していないと判断することと、NACKを送信する前に、リソースの第2のセットを使用して
低レイテンシ動作モードに基づいてデータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信す
ることと、いくつかの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新さ
れたセットを計算することと、LLRの更新されたセットからの復号されたビットの第2のセ
ットがCRCに合格していると判断することと、LLRの更新されたセットがCRCに合格してい
るとの判断に基づいて、データブロックに関するACKを送信することとを行うように実行
可能である。
【００１８】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体について説明
する。本コードは、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用し
てデータブロックを受信することと、データブロックに関するLLRの第1のセットを計算す
ることと、LLRの第1のセットからの復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していな
いと判断することと、NACKを送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテ
ンシ動作モードに基づいてデータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信することと
、いくつかの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセッ
トを計算することと、LLRの更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCR
Cに合格していると判断することと、LLRの更新されたセットがCRCに合格しているとの判
断に基づいて、データブロックに関するACKを送信することとを行うように実行可能な命
令を含むことができる。
【００１９】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
データブロックを受信することは、チャネル状態またはデータブロックのサイズに少なく
とも部分的に基づく初期MCSを使用してデータブロックを受信することを含む。追加また
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は代替として、いくつかの例では、ACKは、いくつかの冗長バージョンに少なくとも部分
的に基づく、追加リソース要求を含む補強ACKである。
【００２０】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、補
強ACKに少なくとも部分的に基づく更新されたMCSを使用して後続データブロックを受信す
ることをさらに含むことができる。追加または代替として、いくつかの例では、追加リソ
ース要求は、1つまたは複数の信頼性メトリクスに少なくとも部分的に基づく。
【００２１】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
ACKは、低レイテンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネ
ル上で送信される。追加または代替として、いくつかの例は、縮小されたシンボル持続時
間UL制御チャネル上で、いくつかの冗長バージョンに対応するいくつかのNACKを送信する
ことを含むことができる。
【００２２】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、低
レイテンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間DL制御チャネル上で制御
情報を受信することをさらに含むことができる。追加または代替として、いくつかの例で
は、低レイテンシ動作モードは、縮小されたTTI時間期間を含む。
【００２３】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
リソースの第2のセットは、時間的にリソースの第1セットに続く。追加または代替として
、いくつかの例では、データブロックのいくつかの冗長バージョンを受信することは、複
数のシンボルを通じてデータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信することを含む
。
【００２４】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、LL
Rの更新されたセットに関する累積品質メトリックがしきい値を上回ると判断することを
さらに含むことができる。追加または代替として、いくつかの例は、LLRの更新されたセ
ットおよび累積品質メトリックがしきい値を上回るとの判断に基づいて、復号動作を実行
することを含むことができ、復号されたビットの第2のセットが復号動作の出力である。
【００２５】
　上で説明した方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、
復号動作は、LLRの中間セットまたは復号されたビットの中間セットに部分的に基づく。
【００２６】
　上記では、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の特徴お
よび技術的利点についてかなり広く概説した。さらなる特徴および利点が以下で説明され
る。開示する概念および具体例は、本開示の同じ目的を実施するための他の構造を変更ま
たは設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構造は、添付の特
許請求の範囲から逸脱しない。本明細書で開示する概念の特性、それらの編成と動作方法
の両方は、添付の図とともに検討されると、関連する利点とともに以下の説明からより良
く理解されよう。図の各々は、例示および説明のために提供され、特許請求の範囲の限界
を定めるものではない。
【００２７】
　以下の図面の参照によって、本開示の性質および利点のさらなる理解が得られ得る。添
付図面では、同様の構成要素または特徴は、同じ参照ラベルを有し得る。さらに、同じタ
イプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、同様の構成要素を区別する第
2のラベルとを続けることによって区別され得る。第1の参照ラベルだけが本明細書で使用
される場合、説明は、第2の参照ラベルにかかわらず、同じ第1の参照ラベルを有する同様
の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】



(8) JP 6776230 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

【００２８】
【図１】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテン
ハイブリッド自動再送要求(HARQ)に関するワイヤレス通信システムの一例を示す図である
。
【図２】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテン
HARQに関連するワイヤレス通信サブシステムの一例を示す図である。
【図３】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信に関連するファウンテ
ンHARQタイムラインの一例を示す図である。
【図４】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテン
HARQに関連するプロセスフローの一例を示す図である。
【図５】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテン
HARQに関連する低レイテンシ物理レイヤ構造の一例を示す図である。
【図６】本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ通
信のために構成されたユーザ機器(UE)のブロック図である。
【図７】本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ通
信のために構成されたUEのブロック図である。
【図８】本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ通
信のために構成されたファウンテンHARQモジュールのブロック図である。
【図９】本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ通
信のために構成されたUEを含むシステムのブロック図である。
【図１０】本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成された基地局を含むシステムのブロック図である。
【図１１】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【図１２】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【図１３】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【図１４】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【図１５】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【図１６】本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　説明する特徴は、一般に、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテンHARQに関
連する改善されたシステム、方法、または装置に関する。インターレース型ハイブリッド
自動再送(HARQ)構造を採用するワイヤレスシステム(たとえば、大部分の3GPP/3GPP2規格)
もある。そのような構造は、複数のパケットを効率的に多重化することによって、失速(
すなわち、復号/肯定応答のレイテンシに起因する)を回避することができる。だが、小さ
いペイロードサイズを有する遅延に敏感な通信では、インターレース型HARQは、かなりの
遅延をもたらすことがあり、リンクバジェットをかなり減らすことがある。したがって、
ワイヤレス通信システムは、結果として生じるレイテンシを軽減するために、ファウンテ
ンHARQを使用し得る。
【００３０】
　ファウンテンHARQ方式では、送信機はチャネル状態、ペイロードサイズなどに基づいて
、レート/変調方式ならびにターゲットレイテンシを選択することができる。送信機は、A
CKが受信されるまで、連続する送信時間間隔(TTI)においてデータ(たとえば、冗長バージ
ョン)を送り続けることができる。受信機は、複数の受信されたデータシンボルを累積し
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、対数尤度比(LLR)を計算し、計算されたLLRが巡回冗長検査(CRC)に合格したときはいつ
でも送信を停止するためにACKを送ることができる。結果として、NACK信号の使用はない
ことがある。
【００３１】
　場合によっては、受信機は、ACK(すなわち、補強ACK)上で追加のフィードバック要求を
伝達することがある。フィードバックは、帯域幅(BW)の更新要求、追加のキャリア、多地
点協調送受信(COMP)、更新されたプリコーディング行列インジケータ(PMI)、または更新
されたランクインジケータ(RI)を含むことができる。言い換えれば、補強ACKは、追加の
リソース、追加の協調、または送信方式の調整を要求するために使用され得る。場合によ
っては、チャネル推定値、復調LLR値、またはデコーダLLR値のような情報を使用して、チ
ャネル品質情報が導出され得る。したがって、いくつかの例では、ACKは、チャネル推定
品質、復調LLR品質、およびデコーダLLR品質に基づき得る。場合によっては、薄い制御チ
ャネル(たとえば、縮小されたシンボル持続時間を有する制御チャネル)が、フィードバッ
クおよび制御の効率(たとえば、復号/HARQ再送信時間に起因するオーバーヘッド)を改善
するために使用され得る。
【００３２】
　以下の説明は、例を提供し、特許請求の範囲に記載の範囲、適用性、または例を限定す
るものではない。説明する要素の機能および構成において、本開示の範囲から逸脱するこ
となく変更が加えられ得る。様々な例は、必要に応じて、様々な手順または構成要素を省
略、置換、または追加することができる。たとえば、説明する方法は、説明する順序とは
異なる順序で実行されてもよく、様々なステップが追加、省略、または組み合わされても
よい。また、いくつかの例に関して説明する特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【００３３】
　図1は、本開示の様々な態様による、ワイヤレス通信システム100の一例を示す。ワイヤ
レス通信システム100は、基地局105、少なくとも1つのUE115、およびコアネットワーク13
0を含む。コアネットワーク130は、ユーザ認証、アクセス許可、追跡、インターネットプ
ロトコル(IP)接続、および他のアクセス機能、ルーティング機能、またはモビリティ機能
を提供し得る。基地局105は、バックホールリンク132(たとえば、S1など)を通じてコアネ
ットワーク130とインターフェースする。基地局105は、UE115との通信のための無線構成
およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ(図示せず)の制御下
で動作し得る。様々な例では、基地局105は、ワイヤード通信リンクまたはワイヤレス通
信リンクであり得るバックホールリンク134(たとえば、X1など)を介して、直接的にまた
は間接的に(たとえば、コアネットワーク130を通じて)のいずれかで、互いに通信し得る
。
【００３４】
　基地局105は、1つまたは複数の基地局アンテナを介して、UE115とワイヤレス通信する
ことができる。基地局105の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア110に通信カバレ
ージを提供することができる。いくつかの例では、基地局105は、トランシーバ基地局、
無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、NodeB、eNodeB(eNB)、ホームNodeB
、ホームeNodeB、または何らかの他の適切な用語で呼ばれることがある。基地局105の地
理的カバレージエリア110は、カバレージエリアの一部分のみを構成するセクタ(図示せず
)に分割され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタイプの基地局105(たとえば、
マクロセル基地局またはスモールセル基地局)を含み得る。異なる技術のための重複する
地理的カバレージエリア110があり得る。
【００３５】
　いくつかの例では、ワイヤレス通信システム100は、ロングタームエボリューション(LT
E)/LTEアドバンスト(LTE-A)ネットワークである。LTE/LTE-Aネットワークでは、発展型ノ
ードB(eNB)という用語は、一般に基地局105を表すために使用され得る一方、UEという用
語は、一般にUE115を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム100は、異なるタ
イプのeNBが様々な地理的領域にカバレージを提供する異種LTE/LTE-Aネットワークであり
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得る。たとえば、各eNBまたは基地局105は、マクロセル、スモールセル、または他のタイ
プのセルに通信カバレージを提供し得る。「セル」という用語は、文脈に応じて、基地局
、基地局に関連するキャリアもしくはコンポーネントキャリア、またはキャリアもしくは
基地局のカバレージエリア(たとえば、セクタなど)を説明するために使用され得る3GPP用
語である。
【００３６】
　マクロセルは、一般に、比較的大きい地理的エリア(たとえば、半径数キロメートル)を
カバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセ
スを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較すると、マクロセルと同じまたは
マクロセルとは異なる(たとえば、認可、無認可などの)周波数帯域で動作し得る低電力基
地局である。スモールセルは、様々な例に従って、ピコセル、フェムトセル、およびマイ
クロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネット
ワークプロバイダのサービスに加入しているUE115による無制限アクセスを可能にし得る
。フェムトセルも、小さい地理的エリア(たとえば、自宅)をカバーし得、フェムトセルと
の関連を有するUE115(たとえば、限定加入者グループ(CSG)内のUE115、自宅内のユーザの
ためのUE115など)による制限付きアクセスを提供し得る。マクロセルのためのeNBは、マ
クロeNBと呼ばれることがある。スモールセルのためのeNBは、スモールセルeNB、ピコeNB
、フェムトeNB、またはホームeNBと呼ばれることがある。eNBは、1つまたは複数(たとえ
ば、2つ、3つ、4つなど)のセル(たとえば、コンポーネントキャリア)をサポートし得る。
【００３７】
　ワイヤレス通信システム100は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動
作では、基地局105は、同様のフレームタイミングを有し得、異なる基地局105からの送信
は、時間的にほぼ整合され得る。非同期動作では、基地局105は、異なるフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局105からの送信は、時間的に整合されないことがある。本明
細書で説明する技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用され得る。
【００３８】
　様々な開示される例のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化プロトコルス
タックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。ユーザプレーンでは、
ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル(PDCP)レイヤにおける通信は、
IPベースであり得る。無線リンク制御(RLC)レイヤは、論理チャネルを介して通信するた
めにパケットセグメンテーションおよびリアセンブリを実行し得る。媒体アクセス制御(M
AC)レイヤは、優先度処理および論理チャネルのトランスポートチャネルへの多重化を実
行し得る。MACレイヤはまた、リンク効率を改善するためにMACレイヤにおいて再送信を行
うためにHARQを使用し得る。制御プレーンでは、無線リソース制御(RRC)プロトコルレイ
ヤは、UE115と基地局105との間のRRC接続の確立、構成、およびメンテナンスを提供し得
る。RRCプロトコルレイヤは、ユーザプレーンデータのための無線ベアラのコアネットワ
ーク130によるサポートに使用されることもある。物理(PHY)レイヤでは、トランスポート
チャネルは、物理チャネルにマッピングされ得る。
【００３９】
　UE115は、ワイヤレス通信システム100全体にわたって分散されてよく、各UE115は、固
定またはモバイルであってよい。UE115はまた、移動局、加入者局、モバイルユニット、
加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレ
スデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェン
ト、モバイルクライアント、クライアント、もしくは何らかの他の適切な用語を含むか、
または当業者によってそのように呼ばれることがある。UE115は、セルラーフォン、携帯
情報端末(PDA)、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、
タブレットコンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスロ
ーカルループ(WLL)局などであり得る。UEは、マクロeNB、スモールセルeNB、中継基地局
などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信できる場合がある。
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【００４０】
　ワイヤレス通信システム100に示す通信リンク125は、UE115から基地局105へのアップリ
ンク(UL)送信、または基地局105からUE115へのダウンリンク(DL)送信を含み得る。ダウン
リンク送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク
送信と呼ばれることもある。各通信リンク125は、1つまたは複数のキャリアを含んでよく
、各キャリアは、上で説明した様々な無線技術に従って変調された複数のサブキャリア(
たとえば、異なる周波数の波形信号)からなる信号であってよい。各被変調信号は、異な
るサブキャリア上で送信されてよく、制御情報(たとえば、基準信号、制御チャネルなど)
、オーバーヘッド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。通信リンク125は、周波数分割
複信(FDD)動作(たとえば、対スペクトルリソースを使用する)または時分割複信(TDD)動作
(たとえば、不対スペクトルリソースを使用する)を使用して、双方向通信を送信し得る。
フレーム構造が、FDD用に(たとえば、フレーム構造タイプ1)およびTDD用に(たとえば、フ
レーム構造タイプ2)定義され得る。
【００４１】
　デバイス間(D2D)通信と呼ばれる構成において、UE115間でワイヤレス通信リンク125が
確立されることもある。D2D通信を利用するUE115のグループのうちの1つまたは複数は、
セルのカバレージエリア110内にあり得る。そのようなグループにおける他のUE115は、セ
ルのカバレージエリア110外にあるか、またはさもなければ基地局105から送信を受信する
ことが不可能であり得る。場合によっては、D2D通信を介して通信するUE115のグループは
、各UE115がグループ中の他のすべてのUE115に送信する1対多(1:M)システムを利用し得る
。場合によっては、基地局105は、D2D通信のためのリソースのスケジューリングを円滑に
する。他の場合には、D2D通信は、基地局105とは無関係に実行される。
【００４２】
　ワイヤレス通信システム100のいくつかの実施形態では、基地局105またはUE115は、基
地局105とUE115との間の通信品質および信頼性を改善するために、アンテナダイバーシテ
ィ方式を利用するための複数のアンテナを含み得る。追加または代替として、基地局105
またはUE115は、同じまたは異なるコーディングされたデータを搬送する複数の空間レイ
ヤを送信するためにマルチパス環境を利用し得る、多入力多出力(MIMO)技法を利用し得る
。
【００４３】
　ワイヤレス通信システム100は、複数のセルまたはキャリア上の動作をサポートし得、
この機能は、キャリアアグリゲーション(CA)またはマルチキャリア動作と呼ばれることが
ある。キャリアはまた、コンポーネントキャリア(CC)、レイヤ、チャネルなどと呼ばれる
ことがある。「キャリア」、「コンポーネントキャリア」、「セル」、および「チャネル
」という用語は、本明細書で互換的に使用され得る。UE115は、キャリアアグリゲーショ
ンのための複数のダウンリンクCCおよび1つまたは複数のアップリンクCCとともに構成さ
れ得る。キャリアアグリゲーションは、FDDコンポーネントキャリアとTDDコンポーネント
キャリアの両方とともに使用され得る。
【００４４】
　HARQは、データがワイヤレス通信リンク125を介して正しく受信されることを確実にす
る方法であり得る。HARQは、エラー検出(たとえば、巡回冗長検査(CRC)を使用する)、前
方誤り訂正(FEC)、および再送信(すなわち、自動再送要求(ARQ))の組合せを含み得る。HA
RQは、悪い無線状態(たとえば、悪い信号対雑音状態)においてMACレイヤにおけるスルー
プットを改善することができる。インクリメンタル冗長HARQでは、誤って受信されたデー
タがバッファに記憶され、後続送信と組み合わされて、データを正常に復号する全体的確
率が改善され得る。場合によっては、各メッセージに、送信の前に冗長ビットが追加され
る。これは、悪い状態では特に有益であり得る。他の場合には、冗長ビットは、各送信に
追加されず、情報を復号する試みの失敗を示す否定応答(NACK)を元のメッセージの送信機
が受信した後に再送信される。
【００４５】
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　本開示によれば、UE115または基地局105のようなワイヤレスデバイスは、低レイテンシ
動作モードに基づいてデータブロックを送信することができる。次いでデバイスは、ACK
が受信されたかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンを送
信することができる。いくつかの例では、ACKは補強ACKであってよく、補強ACKは、デー
タブロックを正常に復号する前に受信されたいくつかの冗長バージョンに基づき得、追加
リソース要求を含み得る。いくつかの例では、デバイスは補強ACKに基づいて、更新され
た変調およびコーディング方式(MCS)を選択することができる。いくつかの例では、デバ
イスは補強ACKに基づいて、送信に使用される周波数リソース(たとえば、コンポーネント
キャリア)の数を増やすことができる。
【００４６】
　図2は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連するワイヤレス通信サブシステム200の一例を示す。ワイヤレス通信サブシ
ステム200は、UE115-aを含むことができ、UE115-aは、図1を参照して上で説明したUE115
の一例であり得る。ワイヤレス通信サブシステム200はまた、基地局105-aを含むことがで
き、基地局105-aは、図1を参照して上で説明した基地局105の一例であり得る。基地局105
-aは、図1を参照して全般的に上で説明したように、ダウンリンク205およびアップリンク
210を介して、それのカバレージエリア110-a内の任意のUE115と通信し得る。
【００４７】
　たとえば、基地局105-aは、ダウンリンク205上でUE115-aにデータを送信することがあ
り、UE115-aは、アップリンク210上で、データの受信ステータスを基地局105-aに知らせ
るHARQ肯定応答および否定応答(ACK/NACK)を送ることがある。本開示によれば、基地局10
5-aは、基地局105-aがUE115-aからACKを受信するまで、UE115-aにデータブロックの冗長
バージョンを連続的に送信することができる(すなわち、基地局105はファウンテンHARQ手
順を実施することができる)。いくつかの例では、UE115-aはアップリンク210上で、また
は別のUE115(図示せず)とのD2D通信中に、ファウンテンHARQを実施することがある。
【００４８】
　第1のHARQ方式では、基地局105-aは、第1の送信時間間隔(TTI)を使用して、UE115-aに
データブロックを送ることができる。次いで基地局105-aは、UE115-aからのACK/NACK応答
を待機し得る。基地局105-aはNACKを受信すると、UE115-aに冗長バージョン(たとえば、
別様に符号化された同じデータ)を送信することができる。UE115-aがデータブロックを正
しく受信した場合、追加の冗長バージョンは要求されていないことを基地局105-aに示すA
CKを、UE115-aは送信することができる(また基地局105-aは受信することができる)。いく
つかの例では、復号/ACKのレイテンシに起因する失速を減らすために、ACK/NACKがインタ
ーレースされ得る(たとえば、複数のパケットが多重化される)。だが、NACKおよび後続再
送信の往復時間は、遅延に敏感な通信に対して、かなりのレイテンシをもたらし得る。し
たがって、ワイヤレス通信サブシステム200は、ファウンテンHARQ方式のような第2のHARQ
方式を使用することができる。
【００４９】
　第2のHARQ方式は、縮小されたTTIに基づくバーストに関連付けられ得る。たとえば、基
地局105-aは、短いTTIバースト220の間にUE115-aにデータブロックを送信し得る。場合に
よっては、短いTTIバースト220は、中に埋め込まれ、デフォルトTTI215よりも短い長さを
有し得るいくつかの連続TTIを含み得る。短いTTIバースト220におけるデータブロックの
初期送信の後、基地局105-aは、基地局105-aがアップリンク210を介してUE115-aからACK
を受信するまで、短いTTIバースト220内の後続の短いTTIにおいてデータの冗長バージョ
ンを送信することができる。
【００５０】
　したがって、UE115-aは、受信されたデータブロックを累積し、巡回冗長検査(CRC)の成
功の後にACKを送ることができる。場合によっては、UE115-aは、基地局105-aのための追
加のフィードバックを伝達し得る補強ACKを送ることができる。たとえば、補強ACKは、送
信方式の調整、追加の帯域幅(たとえば、キャリア)、リソース、および協調を要求し得る
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。基地局105-aは補強ACKを受信すると、補強ACKフィードバックに基づいて通信パラメー
タを調整し、データ冗長バージョンの送信を中止することができる。
【００５１】
　ファウンテンHARQ方式とともに説明したが、短いTTIのバーストは、上で説明した第1の
HARQ方式を含む任意のHARQ方式に使用され得る。さらに、通信リンクは、長さが異なり得
る任意の数の短いTTIバーストを含むことができ、同じく長さが異なり得る任意の数の短
いTTIを含むことができる。TTIの異なる長さが、異なるコンポーネントキャリアに使用さ
れることもある。たとえば、1つまたは複数のコンポーネントキャリアは、短いTTIを利用
し得る一方、他のコンポーネントキャリアは、より長いデフォルトTTI215を利用し得る。
【００５２】
　したがって、UE115-aまたは基地局105-aは、低レイテンシ(たとえば、短いTTI)動作モ
ードに基づいてデータブロックを送信することができる。次いで送信デバイスは、ACKが
受信されたかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンを送る
ことができる。いくつかの例では、ACKは補強ACKであってよく、補強ACKは、データブロ
ックを正常に復号する前に受信されたいくつかの冗長バージョンに基づき得、追加リソー
ス要求を含み得る。いくつかの例では、送信デバイスは補強ACKに基づいて、更新された
変調およびコーディング方式(MCS)を選択すること、または送信に使用される周波数リソ
ース(たとえば、コンポーネントキャリア)の数を増やすことができる。
【００５３】
　図3は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信に関連するファウン
テンHARQタイムライン300の一例を示す。ファウンテンHARQタイムライン300は、図1～図2
を参照して上で説明したような、UE115と基地局105との間のデータ送信に使用され得る。
ファウンテンHARQタイムライン300は、ダウンリンク制御チャネル305およびアップリンク
制御チャネル310を含み、これらは、図2を参照して上で説明したダウンリンク205および
アップリンク210の態様であり得る。ファウンテンHARQタイムライン300によって示される
ファウンテンHARQ設計は、ULデータ送信に、またD2D通信に適用されてもよい。
【００５４】
　さらに、ファウンテンHARQタイムライン300は、コンポーネントキャリア315-a、コンポ
ーネントキャリア315-b、およびコンポーネントキャリア315-cを示す。場合によっては、
ファウンテンHARQ方式におけるいくつかの冗長バージョンはオーバーヘッドをもたらし得
る。したがって、制御チャネル(たとえば、ダウンリンク制御チャネル305および/または
アップリンク制御チャネル310)は、追加のHARQオーバーヘッドの影響を軽減するために、
縮小されたシンボル期間を含むように構成され得る(すなわち、制御チャネルは薄い制御
チャネルであり得る)。
【００５５】
　基地局105は、ダウンリンク制御チャネル305を介してUE115にダウンリンク許可320-aを
伝達することができる。同じTTIまたは後続TTIにおいて、基地局105は、コンポーネント
キャリア315-a上でデータブロック325を送信することができる。場合によっては、TTIは
、図2を参照して説明したような、短いTTIのバーストの一部であり得る。データブロック
325の受信を改善するために、基地局105は、UE115がACKにより応答するまで、データブロ
ック325の冗長バージョンを送信することができる。一例では、基地局105は、データブロ
ック325の冗長バージョン330-(aからe)を送信することができる。データブロック325の冗
長バージョンごとに、UE115は対数尤度比(LLR)を計算して、送信されたビットを推定する
ことができる。UE115は、更新された復号済みビットを使用して、巡回冗長検査(CRC)を、
合格が出るまで実行することができる。CRCの合格後、UE115は基地局105に、アップリン
ク制御チャネル310上でACK335-aを送信することができる。場合によっては、ACK335-aの
タイミングに基づいて、基地局105は、冗長バージョン330の送信を終了させる前にもう1
つの冗長バージョン330-eを送信することがある。すなわち、基地局105は、ACK335-aと同
時に冗長バージョン330-eを送信することがある。基地局105およびUE115を参照して説明
しているが、ファウンテンHARQタイムライン300は、2つのUE115の間のまたはULデータ送
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信のためのHARQタイムラインの一例であり得る。
【００５６】
　場合によっては、ACK335-aは補強ACKであり得る。補強ACKは、データブロックを正常に
復号する前にUE115において受信されたいくつかの冗長バージョン330に基づき得る。場合
によっては、補強ACK335-aは、UE115から基地局105にフィードバック情報または追加リソ
ース要求を伝達することができる。たとえば、補強ACK335-aは、追加の帯域幅(たとえば
、キャリア)を要求することができる。したがって、基地局105は、補強ACK335-aを受信し
、その情報に基づいて送信方式の調整を行うことができる。たとえば、基地局105はダウ
ンリンク許可320-aを送信すると、UE115のためにコンポーネントキャリア315-a、コンポ
ーネントキャリア315-b、およびコンポーネントキャリア315-cを割り振ることができる。
結果的に、ダウンリンクデータ送信は、コンポーネントキャリア315-a上のデータブロッ
クバージョン340-a、コンポーネントキャリア315-b上のデータブロックバージョン340-b
、およびコンポーネントキャリア315-c上のデータブロックバージョン340-cを含むことが
できる。UE115は、データブロックバージョン340(aからc)を受信し、成功裏のCRCを実行
することで、ACK335-bの送信を引き起こすことができる。場合によっては、ACK335-bも補
強ACKであり得る。ACK335-bの受信時間に基づいて、基地局105は冗長バージョンの送信を
中止することができる。場合によっては、データブロックバージョン340(aからc)の冗長
バージョン340-(dからf)の追加セットが、ACK335-bと同時に送信され得る。
【００５７】
　場合によっては、基地局105は、ダウンリンク送信のための初期変調およびコーディン
グ方式(MCS)を選択することができる。MCSは、チャネル状態または送信されるべきデータ
のサイズに部分的に基づき得る。いくつかの例では、データブロック325の送信は初期MCS
に基づき得る。基地局105において補強ACK335-aが受信された場合、基地局は、データブ
ロック340の送信のためにMCSを更新することができる。
【００５８】
　図4は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連するプロセスフロー400の一例を示す。プロセスフロー図400は、UE115-bを
含むことができ、UE115-bは、図1～図2を参照して上で説明したUE115の一例であり得る。
プロセスフロー図400はまた、基地局105-bを含むことができ、基地局105-bは、図1～図2
を参照して上で説明した基地局105の一例であり得る。プロセスフロー図400は、図3を参
照して上で説明したような、UE115と基地局105との間のデータ送信方式を利用することが
できる。プロセスフロー400によって示されるファウンテンHARQプロセスは、ULデータ送
信に、またD2D通信に適用されてもよい。
【００５９】
　ステップ405において、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使
用してデータブロックを、基地局105-bは送信することができる(またUE115-bは受信する
ことができる)。たとえば、基地局105-bは、低レイテンシ動作モードに基づいてリソース
の第1のセットを使用してデータブロックを送信することができる。基地局105-bはまた、
チャネル状態またはデータブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期変調およ
びコーディング方式(MCS)を選択することができる。
【００６０】
　ステップ410において、UE115-bは、データブロックに関するLLRのセットを計算するこ
とができる。ステップ415において、UE115-bは、LLRがCRC検査に合格していないと判断し
得る(すなわち、UE115-bがデータブロックの一部分のみを受信していることがあり、また
はデータブロックが破損していることがある)。
【００６１】
　その後、ステップ420およびステップ425において、データブロックに関してACKが受信
されているかどうかを基地局105-bが判断する前に、低レイテンシ動作モードに基づいて
リソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつかの冗長バージョンを、基地
局105-bは送信することができ、UE115-bは受信することができる。いくつかの例では、リ
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ソースの第2のセットは、時間的にリソースの第1セットに続く(すなわち、リソースの第1
のセットの直後にくる)ことがある。場合によっては、UE115-bは、いくつかの冗長バージ
ョンに対応するいくつかのNACKを送信することができる。
【００６２】
　ステップ430において、UE115-bは、いくつかの冗長バージョンに基づいて、データブロ
ックに関するLLRの更新されたセットを計算することができる。ステップ435において、UE
115-bは、LLRの更新されたセットがCRC検査に合格していると判断し得る。
【００６３】
　その後、ステップ440において、UE115-bは、LLRの更新されたセットがCRC検査に合格し
たとの判断に基づいて、データブロックに関するACKを送信することができる。いくつか
の例では、ACKは、いくつかの冗長バージョンに少なくとも部分的に基づく、追加リソー
ス要求を含む補強ACKである。いくつかの例では、ACKは、縮小されたシンボル持続時間(
および/またはTTI持続時間)UL制御チャネル上で送信され得る。
【００６４】
　UE115-bからACKを受信すると、基地局105-bはステップ445において、データブロックの
冗長バージョンの送信を中止することができる。基地局105-bはまた、補強ACKを受信した
ことに基づいて、更新されたMCSを選択することができる。
【００６５】
　ステップ450において、基地局105-bは、ACK上で搬送されたフィードバック情報に基づ
くリソースを使用して異なるデータブロックを送信することできる。たとえば、基地局10
5-bは、図3を参照して上で説明したような複数のコンポーネントキャリア上で(冗長バー
ジョンによる)データブロックを送信することができる。
【００６６】
　図5は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する低レイテンシ物理レイヤ構造500の一例を示す。低レイテンシ物理レイ
ヤ構造500は、図1～図4を参照して上で説明したようなUE115と基地局105との間、または
複数のUE115の間の通信に使用され得る。低レイテンシ物理レイヤ構造500は、図2～図4を
参照して上で説明したようなファウンテンHARQ方式とともに使用され得る。低レイテンシ
物理レイヤ構造500は低レイテンシ構造の一例を示すが、他の構造がファウンテンHARQ方
式とともに使用されてもよい。たとえば、低レイテンシ構造は、帯域ペアリングを組み込
むことができ、ACKは、最初の送信の後に任意のシンボル上で提供され得る。
【００６７】
　場合によっては、ワイヤレス通信システム(たとえば、図1のワイヤレス通信システム10
0)は、2つ以上の階層的物理レイヤ構造を有し得る。たとえば、第2の階層的レイヤは、第
1の階層的レイヤと比較して、低いレイテンシを有し得る。無線フレーム510は、DLサブフ
レーム525、特殊サブフレーム530、およびULサブフレーム535を含む10個の1msサブフレー
ムを含むことができ、それらの各々は、データシンボルを送信するために使用され得る。
いくつかのDLサブフレーム525は、(たとえば、第2のレイヤにおいて)DLサブフレーム525
、特殊サブフレーム530、およびULサブフレーム535とは異なる階層的レイヤに従って送信
され得るバーストサブフレーム540に置き換えられ得る。いくつかの例では、バーストサ
ブフレーム540は、第1の階層的レイヤにおけるサブフレームよりも多く数のシンボル(た
とえば、14個のシンボルではなく88個のシンボル)を含むことができ、DLシンボル545、特
殊シンボル550、およびULシンボル555を含み得る。場合によっては、シンボル545、550、
および555は、第1の階層的レイヤに従って送信されるシンボルに対して、縮小されたシン
ボル持続時間を有し得る。縮小されたシンボル持続時間は、縮小されたレイテンシを伴う
送信の肯定応答を可能にし得る。
【００６８】
　第1のレイヤTDDフレーム510では、UE115は、DLサブフレーム525においてDL送信を受信
し、第1のレイヤHARQ方式に従って肯定応答(ACK)を送信することができ、第1のレイヤHAR
Q方式では、ACKは、DL送信の受信からk+4個目のサブフレーム以降で最初の利用可能なサ
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ブフレームにおいて送信される。場合によっては、DLサブフレーム525からk+4番目のサブ
フレームは別のDLサブフレームであり得、その後のULサブフレーム565においてACK/NACK5
60が送信され得る。したがって、この例では、DLサブフレーム525と当該サブフレームに
関連するACK/NACK560との間に7msの遅延がある。(たとえば、NACKを受信した後)再送信が
ふさわしい場合、後続DLサブフレームに対して再送信がスケジュールされ得る。再送信タ
イミングは、比較的長い往復時間(RTT)(たとえば、最小11ms)を生じさせ得る。DL送信か
ら4番目のサブフレームにおいて肯定応答が送られる(FDDモードでは、ACK/NACKは一貫し
て、k+4番目のサブフレームにおいて送信され得る)場合、最小RTTは8msであり得る。
【００６９】
　バーストサブフレーム540内で、ACKを提供するためのレイテンシは、第1の階層的レイ
ヤにおける送信のためのレイテンシよりも小さいことがある。場合によっては、第2の階
層的レイヤを使用する送信は、第1のレイヤの送信の場合と同様のHARQ技法を利用するこ
とができる。すなわち、ACKは、k+4(ここで、kは元のシンボル送信を表す)番目のシンボ
ルにおいて、またはその後の送信のための最初の利用可能なシンボルにおいて提供され得
る。たとえば、UE115は、シンボル545においてDL送信を受信し、ULシンボル555においてA
CK/NACK570を提供することができ、ULシンボル555は、DLシンボル545におけるDL送信の受
信から5個目のシンボルである(理由は、送信から4番目のシンボルが特殊シンボル550であ
ることである)。したがって、UE115は、バーストサブフレーム540内でDL送信のACK/NACK5
70を提供することができ、それは、DLシンボル545におけるDL送信の受信から1ms未満であ
る。いくつかの例では、図3Aに関して上で説明したのと同様に、バーストサブフレーム54
0におけるシンボルのシンボル持続時間は、11.36μsであり得、結果としてこの例では、D
Lシンボル545送信から56.8μsで肯定応答が提供される。次いでeNBは、任意の必要な再送
信をスケジュールすることができ、いくつかの例では、結果的に約100μs以下のRTTをも
たらし得る。
【００７０】
　ACK/NACK570は、UE115がDLシンボル545を受信することに関して説明しているが、UL送
信の場合も同様の機能が実行されてよい。たとえば、UEは、eNBにULシンボル580を送信す
ることができ、ULシンボル580はeNBによって、DLシンボル585において提供されるACK/NAC
K575を通じて確認応答され得る。再送信が必要である場合、そのような再送信は、UEから
後続ULシンボルにおいて提供され得、したがってここでも、いくつかの例では、結果的に
約100μs以下のRTTをもたらし得る。したがって、バーストサブフレーム540における送信
に関連するレイテンシはかなり縮小され得る。そのような縮小されたレイテンシは、全体
的な送信時間を縮小し得る縮小されたRTTを通じて、データレートの向上を実現すること
ができる。
【００７１】
　図6は、本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成されたデバイス601のブロック図600を示す。デバイス601は、図1～図5
を参照して説明したUE115または基地局105の態様の一例であり得る。デバイス601は、受
信機605、ファウンテンHARQモジュール610、または送信機615を含み得る。デバイス601は
、プロセッサも含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信していることがある。
【００７２】
　デバイス601の構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全部
をハードウェアで実行するように適合された少なくとも1つの特定用途向け集積回路(ASIC
)を用いて実装され得る。代替として、機能は、少なくとも1つのIC上で、1つまたは複数
の他の処理ユニット(またはコア)によって実行されてもよい。他の実施形態では、当技術
分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、
ストラクチャード/プラットフォームASIC、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA
)、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの機能はまた、1つまたは複
数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、
メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分的に実装され得る。
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【００７３】
　受信機605は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネル(たとえば、制御チ
ャネル、データチャネル、および信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテンHARQ
に関係する情報など)に関連する制御情報のような情報を受信し得る。情報は、ファウン
テンHARQモジュール610に、またデバイス601の他の構成要素に渡され得る。
【００７４】
　ファウンテンHARQモジュール610は、低レイテンシ動作モードに基づいてリソースの第1
のセットを使用してデータブロックを送信し、低レイテンシ動作モードに基づいてリソー
スの第2のセットを使用してデータブロックのいくつかの冗長バージョンを送信すること
ができ、データブロックに関してACKが受信されているかどうかを判断する前に、データ
ブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される。
【００７５】
　送信機615は、デバイス601の他の構成要素から受信された信号を送信することができる
。いくつかの実施形態では、送信機615はトランシーバモジュール内で受信機605とコロケ
ートされ得る。送信機615は、単一のアンテナを含み得るか、または複数のアンテナを含
み得る。
【００７６】
　図7は、本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成されたデバイス601-aのブロック図700を示す。デバイス601-aは、図1～
図6を参照して説明したUE115または基地局105の態様の一例であり得る。デバイス601-aは
、受信機605-a、ファウンテンHARQモジュール610-a、または送信機615-aを含み得る。デ
バイス601-aは、プロセッサも含み得る。これらの構成要素の各々は、互いに通信してい
ることがある。ファウンテンHARQモジュール610-aはまた、低レイテンシ(LL)データモジ
ュール705と、冗長性モジュール710とを含み得る。
【００７７】
　デバイス601-aの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な機能の一部または全
部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも1つのASICを用いて実装され得
る。代替として、機能は、少なくとも1つのIC上で、1つまたは複数の他の処理ユニット(
またはコア)によって実行されてもよい。他の実施形態では、当技術分野で知られている
任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ストラクチャード/プ
ラットフォームASIC、FPGA、または別のセミカスタムIC)が使用され得る。各ユニットの
機能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるよ
うにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、全体的または部分
的に実装され得る。
【００７８】
　受信機605-aは、ファウンテンHARQモジュール610-aに、またデバイス601-aの他の構成
要素に渡され得る情報を受信し得る。ファウンテンHARQモジュール610-aは、図6を参照し
て上で説明した動作を実行することができる。送信機615-aは、デバイス601-aの他の構成
要素から受信された信号を送信することができる。
【００７９】
　たとえば、LLデータモジュール705は、図2～図5を参照して上で説明したように、低レ
イテンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信
することができる。いくつかの例では、低レイテンシ動作モードは、縮小されたTTI時間
期間を含む。LLデータモジュール705はまた、低レイテンシ動作モードに基づいてリソー
スの第1のセットを使用してデータブロックを受信し得る。いくつかの例では、低レイテ
ンシ動作モードは、縮小されたTTI時間期間を含む。
【００８０】
　冗長性モジュール710は、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイテンシ動作
モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつかの冗長バ
ージョンを送信することができ、データブロックに関してACKが受信されているかどうか
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を判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される。冗長性モジ
ュール710はまた、ACKに基づいてデータブロックの追加の冗長バージョンを送信するのを
控えることができる。いくつかの例では、リソースの第2のセットは、時間的にリソース
の第1セットに続くことがある。いくつかの例では、冗長性モジュール710はまた、NACKを
送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいてデ
ータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信し得る。いくつかの例では、データブロ
ックのいくつかの冗長バージョンを受信することは、複数のシンボルを通じてデータブロ
ックのいくつかの冗長バージョンを受信することを含む。
【００８１】
　図8は、本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成されたファウンテンHARQモジュール610-bのブロック図800を示す。ファ
ウンテンHARQモジュール610-bは、図6～図7を参照して説明したファウンテンHARQモジュ
ール610の態様の一例であり得る。ファウンテンHARQモジュール610-bは、LLデータモジュ
ール705-aと、冗長性モジュール710-aとを含み得る。これらのモジュールの各々は、図7
を参照して上で説明した機能を実行することができる。ファウンテンHARQモジュール610-
bはまた、MCSモジュール805と、補強ACKモジュール810と、HARQモジュール815と、LLRモ
ジュール820と、CRCモジュール825と、デコーダ830とを含み得る。
【００８２】
　ファウンテンHARQモジュール610-bの構成要素は、個別にまたは集合的に、適用可能な
機能の一部または全部をハードウェアで実行するように適合された少なくとも1つのASIC
を用いて実装され得る。代替として、機能は、少なくとも1つのIC上で、1つまたは複数の
他の処理ユニット(またはコア)によって実行されてもよい。他の実施形態では、当技術分
野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積回路(たとえば、ス
トラクチャード/プラットフォームASIC、FPGA、または別のセミカスタムIC)が使用され得
る。各ユニットの機能はまた、1つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッサによ
って実行されるようにフォーマットされた、メモリにおいて具現化された命令を用いて、
全体的または部分的に実装され得る。
【００８３】
　MCSモジュール805は、図2～図5を参照して上で説明したように、チャネル状態またはデ
ータブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期MCSを選択することができ、デ
ータブロックを送信することが初期MCSに基づく。MCSモジュール805はまた、補強ACKに少
なくとも部分的に基づいて、更新されたMCSを選択することができる。いくつかの例では
、データブロックを受信することは、チャネル状態またはデータブロックのサイズに少な
くとも部分的に基づく初期MCSを使用してデータブロックを受信することを含む。MCSモジ
ュール805はまた、補強ACKに少なくとも部分的に基づく更新されたMCSを使用して後続デ
ータブロックを受信するように構成され得る。
【００８４】
　補強ACKモジュール810は、いくつかの冗長バージョン(たとえば、データブロックを正
常に復号する前に受信された数)に少なくとも部分的に基づいて補強ACKを生成することが
できる。補強ACKは、図2～図5を参照して上で説明したように、追加リソース要求を含み
得る。いくつかの例では、追加リソース要求は、1つまたは複数の信頼性メトリクスに少
なくとも部分的に基づき得る。
【００８５】
　HARQモジュール815は、図2～図5を参照して上で説明したように、(たとえば、低レイテ
ンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上で)ACKを受信
し得る。HARQモジュール815はまた、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上で、(
いくつかの冗長バージョンに対応する)いくつかのNACKを受信し得る。HARQモジュール815
はまた、LLRのセットがCRCに合格しているとの判断に基づいて、データブロックに関する
ACKを送信することができる。いくつかの例では、ACKは、低レイテンシ動作モードに基づ
いて、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上で送信され得る。HARQモジュール81
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5はまた、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上で、いくつかの冗長バージョン
に対応するいくつかのNACKを送信することができる。
【００８６】
　LLRモジュール820は、図2～図5を参照して上で説明したように、データブロックに関す
るLLRの第1のセットを計算することができる。LLRモジュール820はまた、受信されたいく
つかの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計
算することができる。LLRモジュール820はまた、(たとえば、ビットを処理することに進
むべきかどうかを判断するために)LLRの更新されたセットに関する累積品質メトリックが
しきい値を上回ると判断し得る。
【００８７】
　CRCモジュール825は、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの第1のセットから
の復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断し得る。CRCモジュール8
25はまた、LLRの更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格し
ていると判断し得る。
【００８８】
　デコーダ830は、LLRの初期セットまたはLLRの更新されたセットに基づいて、また場合
によっては、図2～図5を参照して上で説明したように、累積品質メトリックがしきい値を
上回るとの判断に基づいて、復号動作を実行することができる。いくつかの例では、復号
動作は、LLRの中間セットまたは復号されたビットの中間セットに部分的に基づき得る。
【００８９】
　図9は、本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成されたUE115を含むシステム900の図を示す。システム900は、UE115-cを
含むことができ、UE115-cは、図1～図8を参照して上で説明したUE115の一例であり得る。
UE115-cは、ファウンテンHARQモジュール910を含むことができ、ファウンテンHARQモジュ
ール910は、図6～図8を参照して説明したファウンテンHARQモジュール610の一例であり得
る。UE115-cはまた、LL制御モジュール925を含み得る。UE115-cはまた、通信を送信する
ための構成要素および通信を受信するための構成要素を含む、双方向音声およびデータ通
信のための構成要素を含み得る。たとえば、UE115-cは、UE115-dまたは基地局105-cと双
方向に通信し得る。
【００９０】
　LL制御モジュール925は、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイテンシ動作
モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間DLチャネル上でデータまたは制御情報を
送信するように構成され得る。LL制御モジュール925はまた、低レイテンシ動作モードに
基づいて、縮小されたシンボル持続時間DLチャネル上でデータおよび制御情報を受信し得
る。低レイテンシチャネルは、図5を参照して上で説明したように構成され得る。
【００９１】
　UE115-eはまた、各々が、直接的または間接的に、(たとえば、バス945を介して)互いに
通信することができるプロセッサモジュール905と、(ソフトウェア(SW)920を含む)メモリ
915と、トランシーバモジュール935と、1つまたは複数のアンテナ940とを含み得る。トラ
ンシーバモジュール935は、上で説明したように、アンテナ940またはワイヤードリンクも
しくはワイヤレスリンクを介して、1つまたは複数のネットワークと双方向に通信するこ
とができる。たとえば、トランシーバモジュール935は、基地局105または別のUE115と双
方向に通信し得る。トランシーバモジュール935は、パケットを変調し、変調されたパケ
ットを送信のためにアンテナ940に提供し、アンテナ940から受信されたパケットを復調す
るためのモデムを含み得る。UE115-cは単一のアンテナ940を含んでよいが、UE115-cは、
複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信することができる複数のアンテナ940を有
してもよい。
【００９２】
　メモリ915は、ランダムアクセスメモリ(RAM)と読取り専用メモリ(ROM)とを含み得る。
メモリ915は、実行されると、本明細書で説明する様々な機能(たとえば、信頼できる低レ
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イテンシ通信のためのファウンテンHARQなど)をプロセッサモジュール905に実行させる命
令を含む、コンピュータ可読コンピュータ実行可能のソフトウェア/ファームウェアコー
ド920を記憶し得る。代替として、ソフトウェア/ファームウェアコード920は、プロセッ
サモジュール905によって直接実行可能ではなくてもよく、(たとえば、コンパイルされ実
行されると)本明細書で説明する機能をコンピュータに実行させてもよい。プロセッサモ
ジュール905は、インテリジェントハードウェアデバイス(たとえば、中央処理装置(CPU)
、マイクロコントローラ、ASICなど)を含み得る。
【００９３】
　図10は、本開示の様々な態様による、ファウンテンHARQおよび信頼できる低レイテンシ
通信のために構成された基地局105を含むシステム1000の図を示す。システム1000は、基
地局105-dを含むことができ、基地局105-dは、図1～図9を参照して上で説明した基地局10
5の一例であり得る。基地局105-dは、基地局ファウンテンHARQモジュール1010を含むこと
ができ、基地局ファウンテンHARQモジュール1010は、図7～図9を参照して説明したファウ
ンテンHARQモジュール610の一例であり得る。基地局105-dはまた、通信を送信するための
構成要素および通信を受信するための構成要素を含む、双方向音声およびデータ通信のた
めの構成要素を含み得る。たとえば、基地局105-dは、UE115-eおよびUE115-fと双方向に
通信し得る。
【００９４】
　場合によっては、基地局105-dは、1つまたは複数のワイヤードバックホールリンクを有
し得る。基地局105-dは、コアネットワーク130-aへのワイヤードバックホールリンク(た
とえば、S1インターフェースなど)を有し得る。基地局105-dはまた、基地局間バックホー
ルリンク(たとえば、X2インターフェース)を介して基地局105-mおよび基地局105-nのよう
な他の基地局105と通信し得る。基地局105の各々は、同じまたは異なるワイヤレス通信技
術を使用してUE115と通信することができる。場合によっては、基地局105-dは、基地局通
信モジュール1025を利用して、105-mまたは105-nのような他の基地局と通信することがで
きる。いくつかの実施形態では、基地局通信モジュール1025は、基地局105のいくつかの
間の通信を行うために、LTE/LTE-Aワイヤレス通信ネットワーク技術内のX2インターフェ
ースを提供し得る。いくつかの実施形態では、基地局105-dは、コアネットワーク130-aを
通じて他の基地局と通信することができる。場合によっては、基地局105-dは、ネットワ
ーク通信モジュール1035を通じてコアネットワーク130-aと通信することができる。
【００９５】
　基地局105-dは、各々が、直接的または間接的に、(たとえば、バスシステム1045を介し
て)互いに通信していることがあるプロセッサモジュール1005と、(ソフトウェア(SW)1020
を含む)メモリ1015と、トランシーバモジュール1030と、アンテナ1040とを含み得る。ト
ランシーバモジュール1030は、アンテナ1040を介して、マルチモードデバイスであり得る
UE115と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール1030(または基地
局105-dの他の構成要素)はまた、アンテナ1040を介して、1つまたは複数の他の基地局(図
示せず)と双方向に通信するように構成され得る。トランシーバモジュール1030は、パケ
ットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナ1040に提供し、アンテナ1040
から受信されたパケットを復調するように構成されたモデムを含み得る。基地局105-dは
、各々が1つまたは複数の関連アンテナ1040を伴う、複数のトランシーバモジュール1030
を含み得る。トランシーバモジュールは、図6の受信機605および送信機615の組合せの一
例であり得る。
【００９６】
　メモリ1015は、RAMとROMとを含み得る。メモリ1015はまた、実行されると、本明細書で
説明する様々な機能(たとえば、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテンHARQ
、カバレージ強化技法の選択、呼出し処理、データベース管理、メッセージルーティング
など)をプロセッサモジュール1005に実行させるように構成された命令を含む、コンピュ
ータ可読コンピュータ実行可能のソフトウェアコード1020を記憶し得る。代替として、ソ
フトウェア1020は、プロセッサモジュール1005によって直接実行可能ではなくてもよく、
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たとえばコンパイルされ実行されると、本明細書で説明する機能をコンピュータに実行さ
せるように構成されてもよい。プロセッサモジュール1005は、インテリジェントハードウ
ェアデバイス、たとえば、CPU、マイクロコントローラ、ASICなどを含み得る。プロセッ
サモジュール1005は、エンコーダ、キュー処理モジュール、ベースバンドプロセッサ、無
線ヘッドコントローラ、デジタル信号プロセッサ(DSP)などのような、様々な専用プロセ
ッサを含み得る。
【００９７】
　基地局通信モジュール1025は、他の基地局105との通信を管理し得る。この通信管理モ
ジュールは、他の基地局105と協力してUE115との通信を制御するためのコントローラまた
はスケジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール1025は、ビームフォーミン
グまたはジョイント送信のような様々な干渉軽減技法によりUE115への送信のためのスケ
ジューリングを調整することができる。
【００９８】
　図11は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1100を示すフローチャートを示す。方法1100の動作は、図1～図10
を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、方法1100の動作は、図6～図10を参照
して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例では
、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御するよう
にコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェア
を使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。
【００９９】
　ブロック1105において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信す
ることができる。いくつかの例では、ブロック1105の動作は、図7を参照して上で説明し
たLLデータモジュール705によって実行され得る。
【０１００】
　ブロック1110において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつ
かの冗長バージョンを送信することができ、データブロックに関してACKが受信されてい
るかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される。
いくつかの例では、ブロック1110の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュー
ル710によって実行され得る。
【０１０１】
　図12は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1200を示すフローチャートを示す。方法1200の動作は、図1～図10
を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、方法1200の動作は、図6～図10を参照
して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例では
、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御するよう
にコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェア
を使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1200はまた、図11の方法1100の
態様を組み込むことができる。
【０１０２】
　ブロック1205において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、チャネ
ル状態またはデータブロックのサイズに少なくとも部分的に基づいて初期MCSを選択する
ことができ、データブロックを送信することが初期MCSに基づく。いくつかの例では、ブ
ロック1205の動作は、図8を参照して上で説明したMCSモジュール805によって実行され得
る。
【０１０３】
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　ブロック1210において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信す
ることができる。いくつかの例では、ブロック1210の動作は、図7を参照して上で説明し
たLLデータモジュール705によって実行され得る。
【０１０４】
　ブロック1215において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつ
かの冗長バージョンを送信することができ、データブロックに関してACKが受信されてい
るかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される。
いくつかの例では、ブロック1215の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュー
ル710によって実行され得る。
【０１０５】
　ブロック1220において、デバイスは、ACKを受信し得る。場合によっては、ACKは、図2
～図5を参照して上で説明したように、いくつかの冗長バージョンに少なくとも部分的に
基づく、追加リソース要求を含む補強ACKである。いくつかの例では、ブロック1220の動
作は、図8を参照して上で説明した補強ACKモジュール810によって実行され得る。
【０１０６】
　ブロック1225において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、補強AC
Kに少なくとも部分的に基づいて、更新されたMCSを選択することができる。いくつかの例
では、ブロック1225の動作は、図8を参照して上で説明したMCSモジュール805によって実
行され得る。
【０１０７】
　図13は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1300を示すフローチャートを示す。方法1300の動作は、図1～図10
を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、ブロック1300の動作は、図6～図10を
参照して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例
では、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御する
ようにコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウ
ェアを使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1300はまた、図11～図12の
方法1100および1200の態様を組み込むことができる。
【０１０８】
　ブロック1305において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを送信す
ることができる。いくつかの例では、ブロック1305の動作は、図7を参照して上で説明し
たLLデータモジュール705によって実行され得る。
【０１０９】
　ブロック1310において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第2のセットを使用してデータブロックのいくつ
かの冗長バージョンを送信することができ、データブロックに関してACKが受信されてい
るかどうかを判断する前に、データブロックのいくつかの冗長バージョンが送信される。
いくつかの例では、ブロック1310の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュー
ル710によって実行され得る。
【０１１０】
　ブロック1315において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいて、縮小されたシンボル持続時間UL制御チャネル上でACKを受
信し得る。いくつかの例では、ブロック1315の動作は、図8を参照して上で説明したHARQ
モジュール815によって実行され得る。
【０１１１】
　ブロック1320において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、ACKに
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基づいてデータブロックの追加の冗長バージョンを送信するのを控えることができる。い
くつかの例では、ブロック1320の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュール7
10によって実行され得る。
【０１１２】
　図14は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1400を示すフローチャートを示す。方法1400の動作は、図1～図10
を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、方法1400の動作は、図6～図10を参照
して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例では
、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御するよう
にコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェア
を使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1400はまた、図11～図13の方法
1100、1200、および1300の態様を組み込むことができる。
【０１１３】
　ブロック1405において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを受信し
得る。いくつかの例では、ブロック1405の動作は、図7を参照して上で説明したLLデータ
モジュール705によって実行され得る。
【０１１４】
　ブロック1410において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、データ
ブロックに関するLLRの第1のセットを計算することができる。いくつかの例では、ブロッ
ク1410の動作は、図8を参照して上で説明したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１１５】
　ブロック1415において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
第1のセットからの復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断し得る
。いくつかの例では、ブロック1415の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュール
825によって実行され得る。
【０１１６】
　ブロック1420において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、NACKを
送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいてデ
ータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信し得る。いくつかの例では、ブロック14
20の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュール710によって実行され得る。
【０１１７】
　ブロック1425において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、いくつ
かの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計算
することができる。いくつかの例では、ブロック1425の動作は、図8を参照して上で説明
したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１１８】
　ブロック1430において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格していると判断し得
る。いくつかの例では、ブロック1430の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュー
ル825によって実行され得る。
【０１１９】
　ブロック1435において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットがCRCに合格しているとの判断に基づいて、データブロックに関するACK
を送信することができる。いくつかの例では、ブロック1435の動作は、図8を参照して上
で説明したHARQモジュール815によって実行され得る。
【０１２０】
　図15は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1500を示すフローチャートを示す。方法1500の動作は、図1～図10
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を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、方法1500の動作は、図6～図10を参照
して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例では
、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御するよう
にコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェア
を使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1500はまた、図11～図14の方法
1100、1200、1300、および1400の態様を組み込むことができる。
【０１２１】
　ブロック1505において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを受信し
得る。いくつかの例では、ブロック1505の動作は、図7を参照して上で説明したLLデータ
モジュール705によって実行され得る。
【０１２２】
　ブロック1510において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、データ
ブロックに関するLLRの第1のセットを計算することができる。いくつかの例では、ブロッ
ク1510の動作は、図8を参照して上で説明したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１２３】
　ブロック1515において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
第1のセットからの復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断し得る
。いくつかの例では、ブロック1515の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュール
825によって実行され得る。
【０１２４】
　ブロック1520において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、NACKを
送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいてデ
ータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信し得る。いくつかの例では、ブロック15
20の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュール710によって実行され得る。
【０１２５】
　ブロック1525において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、いくつ
かの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計算
することができる。いくつかの例では、ブロック1525の動作は、図8を参照して上で説明
したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１２６】
　ブロック1530において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格していると判断し得
る。いくつかの例では、ブロック1530の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュー
ル825によって実行され得る。
【０１２７】
　ブロック1535において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットがCRCに合格しているとの判断に基づいて、データブロックに関するACK
を送信することができる。ACKは、いくつかの冗長バージョンに少なくとも部分的に基づ
く、追加リソース要求を含む補強ACKであり得る。いくつかの例では、ブロック1535の動
作は、図8を参照して上で説明したHARQモジュール815によって実行され得る。
【０１２８】
　ブロック1540において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、補強AC
Kに少なくとも部分的に基づく更新されたMCSを使用して後続データブロックを受信し得る
。いくつかの例では、ブロック1540の動作は、図8を参照して上で説明したMCSモジュール
805によって実行され得る。
【０１２９】
　図16は、本開示の様々な態様による、信頼できる低レイテンシ通信のためのファウンテ
ンHARQに関連する方法1600を示すフローチャートを示す。方法1600の動作は、図1～図10



(25) JP 6776230 B2 2020.10.28

10

20

30

40

50

を参照して説明したUE115もしくは基地局105またはそれの構成要素の一例であり得るワイ
ヤレスデバイスによって実施され得る。たとえば、方法1600の動作は、図6～図10を参照
して説明したファウンテンHARQモジュール610によって実行され得る。いくつかの例では
、デバイスは、以下で説明する機能を実行するためにデバイスの機能要素を制御するよう
にコードのセットを実行し得る。追加または代替として、デバイスは、専用ハードウェア
を使用して以下で説明する機能の態様を実行し得る。方法1600はまた、図11～図15の方法
1100、1200、1300、1400、および1500の態様を組み込むことができる。
【０１３０】
　ブロック1605において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、低レイ
テンシ動作モードに基づいてリソースの第1のセットを使用してデータブロックを受信し
得る。いくつかの例では、ブロック1605の動作は、図7を参照して上で説明したLLデータ
モジュール705によって実行され得る。
【０１３１】
　ブロック1610において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、データ
ブロックに関するLLRの第1のセットを計算することができる。いくつかの例では、ブロッ
ク1610の動作は、図8を参照して上で説明したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１３２】
　ブロック1615において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
第1のセットからの復号されたビットの第1のセットがCRCに合格していないと判断し得る
。いくつかの例では、ブロック1615の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュール
825によって実行され得る。
【０１３３】
　ブロック1620において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、NACKを
送信する前に、リソースの第2のセットを使用して低レイテンシ動作モードに基づいてデ
ータブロックのいくつかの冗長バージョンを受信し得る。いくつかの例では、ブロック16
20の動作は、図7を参照して上で説明した冗長性モジュール710によって実行され得る。
【０１３４】
　ブロック1625において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、いくつ
かの冗長バージョンに基づいて、データブロックに関するLLRの更新されたセットを計算
することができる。いくつかの例では、ブロック1625の動作は、図8を参照して上で説明
したLLRモジュール820によって実行され得る。
【０１３５】
　ブロック1630において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットおよび累積品質メトリックがしきい値を上回るとの判断に基づいて、復
号動作を実行することができ、復号されたビットの第2のセットが復号動作の出力である
。いくつかの例では、ブロック1630の動作は、図8を参照して上で説明したデコーダ830に
よって実行され得る。
【０１３６】
　ブロック1635において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットからの復号されたビットの第2のセットがCRCに合格していると判断し得
る。いくつかの例では、ブロック1635の動作は、図8を参照して上で説明したCRCモジュー
ル825によって実行され得る。
【０１３７】
　ブロック1640において、デバイスは、図2～図5を参照して上で説明したように、LLRの
更新されたセットがCRCに合格しているとの判断に基づいて、データブロックに関するACK
を送信することができる。いくつかの例では、ブロック1640の動作は、図8を参照して上
で説明したHARQモジュール815によって実行され得る。
【０１３８】
　このようにして、方法1100、1200、1300、1400、1500、および1600は、信頼できる低レ
イテンシ通信のためのファウンテンHARQに関連するワイヤレス通信を実現することができ
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る。方法1100、1200、1300、1400、1500、および1600は可能な実装形態を表していること
、ならびに動作およびステップは、他の実装形態が可能であるように並べ替えられてよく
、または別様に修正されてもよいことに留意されたい。いくつかの例では、方法1100、12
00、1300、1400、1500、および1600のうちの2つ以上からの態様が組み合わされ得る。
【０１３９】
　添付の図面に関して上記に記載した詳細な説明は、例示的な実施形態について説明する
ものであり、実装され得る、または特許請求の範囲内にあるすべての実施形態を表すもの
ではない。本明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例、ま
たは例示として役立つ」ことを意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有利な
」を意味するものではない。詳細な説明は、説明した技法の理解を与える目的で、具体的
な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細を伴わずに実践さ
れ得る。場合によっては、説明した実施形態の概念を曖昧にするのを回避するために、よ
く知られている構造およびデバイスはブロック図の形態で示されている。
【０１４０】
　様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して、情報および信号が表され得る。た
とえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、信号、
ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場
もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１４１】
　本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは、汎用
プロセッサ、DSP、ASIC、FPGAもしくは他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートも
しくはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、または本明細書で説明する機能を
実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用
プロセッサは、マイクロプロセッサであってもよいが、代替として、プロセッサは、任意
の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであ
ってもよい。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、DSPお
よびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つも
しくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成)として実装され得
る。
【０１４２】
　本明細書で説明した機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェ
ア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せにおいて実装され得る。プロセッサに
よって実行されるソフトウェアにおいて実装される場合、機能は、1つまたは複数の命令
またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲
の範囲内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上で説明した機能は、プロセッ
サによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリン
グ、またはこれらのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装する特徴はま
た、機能の部分が異なる物理ロケーションにおいて実装されるように分散されることを含
め、様々な位置に物理的に位置していてもよい。また、特許請求の範囲を含めて、本明細
書で使用する場合、項目のリスト(たとえば、「のうちの少なくとも1つ」または「のうち
の1つまたは複数」のような句で終わる項目のリスト)で使用される「または」は、たとえ
ば、[A、B、またはCのうちの少なくとも1つ]のリストがAまたはBまたはCまたはABまたはA
CまたはBCまたはABC(すなわち、AおよびBおよびC)を意味するように、包含的リストを示
す。
【０１４３】
　コンピュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピ
ュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒
体は、汎用コンピュータまたは専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可
能な媒体であってよい。限定ではなく例として、コンピュータ可読媒体は、RAM、ROM、電
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気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPROM)、コンパクトディスク(CD)ROMま
たは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバ
イス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または
記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロ
セッサによってアクセスされ得る任意の他の媒体を含み得る。また、いかなる接続も適切
にコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファ
イバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線(DSL)、または赤外線、無線、および
マイクロ波のようなワイヤレス技術を使用してウェブサイト、サーバ、または他のリモー
トソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、DSL
、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含ま
れる。本明細書で使用するディスク(disk)およびディスク(disc)は、CD、レーザーディス
ク（登録商標）(disc)、光ディスク(disc)、デジタル多用途ディスク(disc)(DVD)、フロ
ッピーディスク(disk)およびブルーレイディスク(disc)を含み、ディスク(disk)は通常、
データを磁気的に再生し、ディスク(disc)はレーザーを用いてデータを光学的に再生する
。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１４４】
　本開示の前述の説明は、当業者が本開示を作製または使用することを可能にするために
提供される。本開示への様々な修正は、当業者に容易に明らかになり、本明細書で定義す
る一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。したが
って、本開示は、本明細書で説明する例および設計に限定されるものではなく、本明細書
で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【０１４５】
　本明細書で説明した技法は、符号分割多元接続(CDMA)システム、時分割多元接続(TDMA)
システム、周波数分割多元接続(FDMA)システム、直交周波数分割多元接続(OFDMA)システ
ム、シングルキャリア周波数分割多元接続(SC-FDMA)システム、および他のシステムのよ
うな様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「システム」および「ネットワーク
」という用語は、しばしば互換的に使用される。CDMAシステムは、CDMA2000、ユニバーサ
ル地上波無線アクセス(UTRA:Universal Terrestrial Radio Access)などのような無線技
術を実装し得る。CDMA2000は、IS-2000規格、IS-95規格、およびIS-856規格をカバーする
。IS-2000リリース0およびAは、一般に、CDMA2000 1X、1Xなどと呼ばれる。IS-856(TIA-8
56)は、一般に、CDMA2000 1xEV-DO、高速パケットデータ(HRPD)などと呼ばれる。UTRAは
、Wideband CDMA(WCDMA（登録商標）)およびCDMAの他の変形態を含む。TDMAシステムは、
モバイル通信用グローバルシステム(GSM（登録商標）:Global System for Mobile Commun
ications)のような無線技術を実装し得る。OFDMAシステムは、ウルトラモバイルブロード
バンド(UMB)、発展型UTRA(E-UTRA)、IEEE802.11(Wi-Fi)、IEEE802.16(WiMAX)、IEEE802.2
0、Flash-OFDMなどのような無線技術を実装し得る。UTRAおよびE-UTRAは、ユニバーサル
モバイルテレコミュニケーションシステム(UMTS)の一部である。3GPPロングタームエボリ
ューション(LTE)およびLTEアドバンスト(LTE-A)は、E-UTRAを使用するユニバーサルモバ
イルテレコミュニケーションシステム(UMTS)の新しいリリースである。UTRA、E-UTRA、UM
TS、LTE、LTE-A、およびモバイル通信用グローバルシステム(GSM（登録商標）)は、「第3
世代パートナーシッププロジェクト」(3GPP)という名称の組織からの文書に記載されてい
る。CDMA2000およびUMBは、「第3世代パートナーシッププロジェクト2」(3GPP2)という名
称の組織からの文書に記載されている。本明細書で説明する技法は、上述のシステムおよ
び無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、上の説明で
は、例としてLTEシステムについて説明し、上の説明の大部分においてLTE用語が使用され
るが、本技法はLTE適用例以外に適用可能である。
【符号の説明】
【０１４６】
　　100　ワイヤレス通信システム
　　105　基地局
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　　105-a　基地局
　　105-b　基地局
　　105-c　基地局
　　105-d　基地局
　　105-m　基地局
　　105-n　基地局
　　110　地理的カバレージエリア、カバレージエリア
　　115　UE
　　115-a　UE
　　115-b　UE
　　115-c　UE
　　115-d　UE
　　115-e　UE
　　115-f　UE
　　125　通信リンク、ワイヤレス通信リンク
　　130　コアネットワーク
　　130-a　コアネットワーク
　　132　バックホールリンク
　　134　バックホールリンク
　　200　ワイヤレス通信サブシステム
　　205　ダウンリンク
　　210　アップリンク
　　215　デフォルトTTI
　　220　短いTTIバースト
　　300　ファウンテンHARQタイムライン
　　305　ダウンリンク制御チャネル
　　310　アップリンク制御チャネル
　　315-a　コンポーネントキャリア
　　315-b　コンポーネントキャリア
　　315-c　コンポーネントキャリア
　　320-a　ダウンリンク許可
　　325　データブロック
　　330　冗長バージョン
　　330-e　冗長バージョン
　　335-a　ACK、補強ACK
　　335-b　ACK
　　340　データブロックバージョン、データブロック
　　340-a　データブロックバージョン
　　340-b　データブロックバージョン
　　340-c　データブロックバージョン
　　400　プロセスフロー、プロセスフロー図
　　500　低レイテンシ物理レイヤ構造
　　510　無線フレーム、第1のレイヤTDDフレーム
　　525　DLサブフレーム
　　530　特殊サブフレーム
　　535　ULサブフレーム
　　540　バーストサブフレーム
　　545　DLシンボル、シンボル
　　550　特殊シンボル、シンボル
　　555　ULシンボル、シンボル
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　　560　ACK/NACK
　　565　ULサブフレーム
　　570　ACK/NACK
　　575　ACK/NACK
　　580　ULシンボル
　　585　DLシンボル
　　600　ブロック図
　　601　デバイス
　　601-a　デバイス
　　605　受信機
　　605-a　受信機
　　610　ファウンテンHARQモジュール
　　610-a　ファウンテンHARQモジュール
　　610-b　ファウンテンHARQモジュール
　　615　送信機
　　615-a　送信機
　　700　ブロック図
　　705　低レイテンシ(LL)データモジュール
　　705-a　LLデータモジュール
　　710　冗長性モジュール
　　710-a　冗長性モジュール
　　800　ブロック図
　　805　MCSモジュール
　　810　補強ACKモジュール
　　815　HARQモジュール
　　820　LLRモジュール
　　825　CRCモジュール
　　830　デコーダ
　　900　システム
　　905　プロセッサモジュール
　　910　ファウンテンHARQモジュール
　　915　メモリ
　　920　ソフトウェア(SW)、ソフトウェア/ファームウェアコード
　　925　LL制御モジュール
　　935　トランシーバモジュール
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